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「私の周りには、自分を大切にで
きない子が多くいます。例えば、タ
バコの火を肩におしつけて、それを
快感に見せてくる子、不登校が重く
なり保健室に登校する子、恋愛に飢
えて様々な人と性的関係を持ち、泣
いて相談してくる子……その中でも、
高校一年生の頃から七年来の友人で、
リストカットを一〇〇回以上繰り返
す子との関係の持ち方については、
講義を通して振り返り、今後のつき
あい方について、考えさせられまし
た。」

１．いきづらい若者たち



「その子は、中学校の頃のいじめ
がトラウマになって、高校一年の
夏から不登校になりました。人格
が解離して、突然言葉遣いが悪く
なったり、幼児に戻って「何でお
化粧するの？幼稚園でしょ」など
と言ってきました。その後、つき
あっていた彼氏とも病気が原因で
別れ、さらに荒れました。保健室
登校まで何とかもってこれて、私
は彼女と昼お弁当を外へ食べに
行っていました。私たちが、卒業
すると同時に、彼女は学校を辞め
ました。」



「先生は授業で僕たちの関心を高
めようとしたり、興味を持たせよ
うとして一生懸命みたいですけど、
なんていうのかな、テレビでお笑
い芸人が視聴者を笑わせようと躍
起になっているのを、飯食いなが
らぼーっと見ているのと、あまり
変わらないんです。別に先生の授
業がつまらないとかそんなこと
じゃなくて、自分に語りかけられ
ていないっていうか……。僕だけ
を相手にしてくれているのではな
いっていうか……。だから、どう
でもいいっていうか。そんな感じ
です。」



「テキスト、どうせ読んでもわか
らない、というよりも、テキスト
は読んでいるのではなくて、見て
いるだけという感じなのです。ど
のようなことが書いてあるのか、
自分が続いていかないから、よく
わからないんです。気がつくと、
本とは違う世界にいっていて、慌
てて戻るんですけど……。だから、
とびとびなんです、理解が。でも、
本を見て、自分の意見をもってい
るということが大事なのですよ
ね。」



「本って、なんていうのかな、
読むものというよりは、バッと
写真に写すみたいに見て、そこ
から飛び飛びに単語をひろって、
自分の考えていることに合わせ
て、意味をとっていくもの、と
いう感じなのかなあ。書いてあ
ることを理解するって、そうい
うことなんじゃないですか。全
部読めっていわれても、できな
いですよ。そんなこと。」



自己責任の沼に沈み込む

将来「貧者」になる不安
ある50パーセント
ない50パーセント



「格差社会がどんどん広がり、
世間は人を勝ち組、負け組とい
う分け方をはじめた。若者は、
自分たちなりにそれを解釈し、
将来に不安を覚えているのだ。
このままだと、自分はどうなっ
てしまうのか、どうしなければ
ならないのか、よくわからない。
だけど何とかしないと自分も負
け組になってしまう。だから、
自分より下の人を見つけ「こい
つよりマシだ」とか「自分の方
が上だ」という優越感で自分を
なぐさめている。」



「貧者」となること

社会環境的によって貧者になってしまう
→それは、貧者の「資質」になってしまうこと

→だから、自分は「貧者」になるかも知れない
→だから、自分は「貧者」にはならない

すべては、なってしまった／なってしまう自分が悪い
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２．新しい〈自我〉が始まっている



超自我

自我

私

私１ 私２ 私３

統合

主たる人格＝私

サブ人格＝私 サブ人格＝私

サブ人格＝私

言語的に記述できる完結態
＝相互に独立・不干渉

多重な私は一つの自我に統合されている

社会規範
＝私を見ている

超越的な眼

＜解離＞のイメージ図１
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超自我

私

自我
強いショック

意識の領域

無意識の領域

無意識の領域
に押し込む

動揺

トラウマとして回帰 私
動揺

主人格＝私

コトバで説明
＝記憶化

物語として処理

忘れてしまう

動揺

うまく処理できないと
いつまでも経験が身体に残る
不安定が続く

＜解離＞のイメージ図２
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＊どこかで「運命的な」出会いを待っている。
自分では「夢」を追っていると言うが、「夢」を与えられることを

待っている

＊自分は何もしない。誰かが自分の本当の姿を見出してくれると待って
いる

天命的な命令を待っている
「天職」をさがしている

＊誰かに強く認められたい。お前は人とは違って、「すごい」のだとい
われたい

＊自分でアプローチするのではなく、待っている
（恋愛も、「出会い系」で待っている）

→乳児的な保護を望んでいる＝すべては自分が世界の中心で、
自分は何でもやってもらえるという「全能感」をもっている
社会的な保護のない「全能感」が自己否定を引き起こす＝自己愛的
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＊バラバラな人格が統合されない＝乳幼児の状態

＊このバラバラな人格をデータベース化して管理する社会へ
＝＜データベース社会＞
＝この社会では、＜自我＞は必要ない

→個々の人の＜器官＞がデータベースとして登録・管理
＝人々は＜器官＞への働きかけを受けて、自らの選択行動をとる

＊自立した＜自我＞は必要ない社会へ

＊＜自我＞を統合していた<私>という感覚＝身体の感覚は薄れる社会へ

＊子どもたちは＜カラダ＞に飢えるようになる
＝生きている実感を失う
＝「なぜ、命を殺してはいけないのか」
＝人を殺すとどんな「感じ」がするのか「知りたい」（感じている
のではなく、「知る」ことへの欲望を抑えられない）

＝＜カラダ＞を感じ取れない
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＊文脈ではなく、「単語」に反応する大学生

＊90分間の講義に座っていられない
どこかへ行ってしまう自分
気づくと、記憶がとぎれている
「ことば」「単語」で還ってくる

＊「やった覚えのないテストが返ってくる」

＊「これまで自分が自分であったと確信できない、これ
からも
自分はずっと変わらず自分だと思えない」

＊「幼い頃、お母さんに十分に抱いてもらった記憶がな
い」

©牧野篤all right reserved



変動する社会・将来に希望を持てない社会は
マーケティングとしては「心脳コントロール社会」

「心脳コントロール社会」とは、ニーズではなく、
デマンドに反応させる
マーケティング手法をとった、管理社会

「なぜ必要か」を問う間もなく、消費へとし向ける手法

（１）心脳コントロール・心脳マーケティング

３．心脳コントロール社会に生きる



心脳マーケティング

＊人格ではなく、嗜好・嗜癖をデータベース化
＊私たちの「感覚」「感性」に働きかける
＊一人の人格として「判断」するのではなく、
一個の器官として「感じる」

＊「要－不要」ではなく、「好き－嫌い」



このマーケティング手法は、
私たちの脳を「人間の脳」から「動物の脳」へと
退行させる

＋

発達段階では、
２歳前後の外部の巨大な力への
全面的な依存と反発の状態
が利用される

→〈器官〉が利用される

（２）自我ではなく〈器官〉



自閉的な循環
→自己愛的
→理不尽な自己主張
→幼児的な反応
→世界に〈他者〉は存在しない

→オンリーワンへの病
→それをあおり、人々を乗せる消費主義的学校
→大衆消費社会における商品としての学校・大学

→感覚・嗜好・嗜癖への働きかけによる支配
＋言葉の過剰による自己の空洞化

→「解離」「多重人格化」

→「実感」の重視＋マッチョ志向＋「ボクを見ていて」
＝「自己の嗜癖化」



• お客様としての〈わたし〉

• 商品としての〈わたし〉

• つねに、遍在する神から商品を提供され、
世界の中心にいながら、
自分の嗜癖を消費される商品



近代産業社会＝国民国家

加工・生産すること＋消費すること

大量の労働力と広汎な市場

４．社会全体の解体



民衆を国民化する

学校をとおして、民衆を産業的身体へとつくりあげる

産業的身体：時間(自然時間→時計時間)
身体所作
兵式体操

持続する「自己」



国民としての価値観

言語的統一：国語の制定と強制・矯正

〈わたしたち〉としての同胞意識

市場の拡大



時間軸に沿って、「発達」する

社会・国家・「自己」



価値と時間の管理・支配



中央集権国家

1871年 廃藩置県・戸籍法
1872年 「学制」

大区・小区制
1878年 郡区町村編制法
1888年 町村制

学校区と町村が重ねられる

空間的管理



1920年代 町村合併と自治会／町内会の組織化

「社会」の誕生
「社会」の区画が自治会／町内会

＝住民の自発的組織
＝小学校区と重なる
＝空間的に重複せず、総和が領土

学校をとおして、住民は国民となる



1985年以降 個性化・個性尊重
ゆとり教育

1980年代末〜90年代初頭 バブル景気
働き方の転換
消費社会への転換
「おいしい生活」
「欲しいものが欲しい」
個人がターゲット

画一的な国民としての価値が解体



「市場」が〈わたしたち〉をつくりだし、

〈わたしたち〉が〈わたし〉をつくりだした

共通の基盤を持った「わたし」の確立

これが崩れる



1990年代以降

過労死が社会問題化
カローシが英語に

ファストフードのアルバイト自給が2000円

コツコツとまじめに、がバカらしい時代



時間軸の崩れ・「発達」の崩れ

価値観の解体



2000年代

急速な少子高齢化・社会の縮小

平成の大合併
→地域コミュニティの解体
→「住民」の不在化

学校と空間的な結合が切断



自己責任論と格差拡大



価値観／時間／空間が崩壊

文化＝社会的な「信頼」の共通基盤の解体

個人がグローバル資本と丸裸で対峙



〈わたし〉さがし

「不安」「不信」

「相互承認関係」の切断

KYと空気読み

自己愛



＜つながり＞をもとにした
尊厳・生きがい・満足そして社会貢献

内省と事後的な感受
変わっていく自分にわくわくする

自分を「同時代空間」と「歴史的空間」のクロス
するところにおきたい

自分が生きている証を感受し、残したい

「学習すること＝自分を感受すること」への渇望

５．人が学ぶということ

（１）事後的にしかわからない



＊事後的にわかる自分の変化にわくわくする

＊消費者が商品を選ぶように受講するのではなく、
探求することで、自分が変わっていく、その自分を感
じることが心地よい

＊さらに、探求したくなる

この循環をどこで回復・形成するのか



社会関係資本（親密公共圏）の衰退

＊社会を健全に形成する人間関係を基本とした相互の信頼関係の解体
企業倫理の解体
金儲けの論理だけが優先する社会へ

＊人間関係の解体による人間自身の崩壊
＜カラダ＞の消失
正常な身体感覚の消失
身体感覚に基づく生活感覚の消失
倫理観の解体

＊引きこもり・ニートに多い自律神経の鈍さ
＜カラダ＞がきちんと形成されないことによる社会性の欠如
社会性の欠如は、自我の解体を意味する



人としての尊厳と生きがい、生存の実感を重視する社会の建設
人々が相互に信頼できる社会の建設

このような社会を親密公共圏または親密公共コミュニティと呼ぶ

このコミュニティに住む人々は相互信頼の基礎の上に、交友を結び、
相互に尊重し、この関係の中で必要な社会サービスを享受する

親密公共圏の再構築



オーバーアチーブメントの循環

＊「おかげさま」
＊やってもらってうれしい、ありがたい、
もうしわけない

＊人様に迷惑をかけたくない
＊恩返しをしたい

＊もらったら誰かに返す

＊自分が変化していることに気づき、うれしい
＊だから、もっとやりたい

自分の積極性と過剰性を、どう社会の「知」の循環へと
組み換えるか



＊「つながり」の中で、自分の存在を感じ取り、自分
の社会的な存在を肯定できること

＊「つながり」の感覚をもつことで、自分が他者との
間に存在していることを肯定できること

＊「つながり」の感覚が自分をこの世界にいた事実を
永遠に刻み込むことができること

＊「つながり」の中で生活し、自分を肯定つまり自分
を発見できること

「つながり」の感覚



尊厳、生きがいと生きている実感、そして好奇心

高い労働意欲と働くことへの要求

カネで買う人間関係から、
相互依存・相互信頼をもとにした互恵的関係へ

人間関係は「量」の関係（金銭の関係）から、
「質」の関係（相互承認関係）へ

量の拡大ではなく、質の拡充の時代へ



M-easy：無農薬野菜の生産と流通

６．「つながり」をつくりだす社会実験：若者の可能性



やさい安心くらぶ：働く場の形成





過疎地・農山村支援と働く場所の創出





中日新聞(豊田版)2001128 朝日新聞20091127



外部経済化されている環境・労働力の再生産を
市場との接点において、経済に組み込む仕組み

公共財としての環境＝農業
公共財としての人間関係・つながり
商店街・コミュニティ

想像力

「共同体の果てるところ」に市場が形成される
見えない他者への想像力
「商品」の背後にあるもの＝invisible asset への想像力

公共財としての「つながり」

（１）「想像力」を生み出す

７．学ぶことの意味・〈知〉への渇望・〈つながり〉



相互に承認し合うこと

信頼しあえること

〈わたしたち〉であることが
〈わたし〉であること



大学

学ぶことで〈わたしたち〉を生み出すところ

学びのオーバーアチーブな関係をとおして、
相互信頼／相互承認関係をつくりだす

〈学び〉〈知的好奇心〉〈知への渇望〉が共通基盤
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